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口比率は、1980 年に、総人口の 9.1%（10,648,000 人）だったものが、2012 年に団塊の世代が前期
高齢者になったことで 25%を超え、2022 年には彼らが後期高齢者になり、2040 年には高齢者人口比
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率は、総人口の 35%（39,206,000 人）を超えると予測されている。そして同研究所の『日本の世帯
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２）調査対象者 















目、保坂ら（1988）が用いた 50 項目、中野ら（1994）が用いた 17 項目、大谷ら（1995）が用いた
15 項目などから、同一あるいは類似表現を除き、40 項目を選定した。いずれの研究も類似の形容詞
対を選定しているにも関らず、研究者により、因子構造が異なっているため、その構造を再確認する









































もない」を 3 点としたので、3.500 点以上を高得点、即ちポジティブイメージと判定した。その結果、
「高齢者」イメージの平均得点で、ポジティブなイメージは 6 項目であった。最もポジティブだった
のは「温かい」（Me.=3.892 点 SD=0.820）と「尊敬できる」（Me.=3.892 点 SD=0.786）であった。
続いて「プライドが高い」（Me.=3.824 点 SD=0.912）、「明るい」（Me.=3.622 点 SD=0.961）、「役




点 SD=0.894）、「暇そう」（Me.=2.095 点 SD=0.982）、「鈍い」（Me.=2.122 点 SD=0.906）、「小
さい」（Me.=2.135 点 SD=0.911）、「弱い」（Me.=2.324 点 SD=0.952）、「威張った」（Me.=2.419













点 SD=0.971）、「小さい」（Me.=2.081 点 SD=0.824）、「遅い」（Me.=2.095 点 SD=0.878）、「弱
い」（Me.=2.135 点 SD=1.089）、「邪魔する」（Me.=2.135 点 SD=0.849）、「役に立たない」
（Me.=2.162 点 SD=0.844）、「話しにくい」（Me.=2.162 点 SD=1.021）、「灰色の」（Me.=2.176
点 SD=0.850）、「疎遠な」（Me.=2.203 点 SD=0.860）、「劣った」（Me.=2.216 点 SD=0.832）、「み
じめな」（Me.=2.230 点 SD=0.786）、「悲しい」（Me.=2.230 点 SD=0.869）、「無能な」（Me.=2.243
点 SD=0.791）、「頑固な」（Me.=2.270 点 SD=1.126）、「だらしない」（Me.=2.270 点 SD=0.746）、
「ひどい」（Me.=2.284 点 SD=0.712）、「暇そう」（Me.=2.297 点 SD=1.069）、「低い」（Me.=2.338
点 SD=0.848）、「醜い」（Me.=2.378 点 SD=0.716）、「愚かな」（Me.=2.432 点 SD=0.778）、「尊























因子負荷量 0.5000 以上の項目を採択した。その結果、第 1 因子（寄与率 21.74%）は「汚い‐きれい」、
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「邪魔する‐手伝ってくれる」、「下品な‐上品な」、「愚かな‐賢い」、「正しくない‐正しい」の 5 項
目であったため「評価」と命名した。次に、第 2 因子（寄与率 9.68%）は「話しにくい‐話しやすい」、
「役に立たない‐役に立つ」、「疎遠な‐親密な」、「尊敬出来ない‐尊敬できる」、「悲しい‐嬉しい」
の 5 項目であったため「親和性」と命名した。次に、第 3 因子（寄与率 6.43%）は「受動性‐能動性」、
「弱い‐強い」、「消極的‐積極的」、「病気がち‐元気な」、「静的‐動的」、「暗い‐明るい」の 6 項目
であったため「力量」と命名した。次に、第 4 因子（寄与率 4.33%）は「遅い‐速い」、「鈍い‐鋭い」、











伝ってくれる」の 16 項目であったため「評価」と命名した。次に、第 2 因子（寄与率 12.13%）は
「固い‐柔らかい」、「話しにくい‐話しやすい」、「暗い‐明るい」、「厳しい‐優しい」、「悲しい‐嬉
しい」、「疎遠な‐親密な」、「冷たい‐温かい」、「病気がちな‐元気な」、「消極的‐積極的」、「灰色の
‐バラ色の」の 10 項目であったため「親和性」と命名した。次に、第 3 因子（寄与率 9.10%）は「小
さい‐大きい」、「遅い‐速い」、「弱い‐強い」、「低い‐高い」、「鈍い‐鋭い」、「暇そうな‐忙しそう
な」の 6 項目であったため「活動性」と命名した。次に、第 4 因子（寄与率 6.32%）は「プライドが
低い‐プライドが高い」、「威張った‐へりくだった」、「頑固な‐素直な」の 3 項目であったため「円
熟性」と命名した。最後に、第 5 因子（寄与率 5.03%）は「受動性‐能動性」、「静的‐動的」、「保守











に 45 歳以上と回答した者は０名だった。55 歳以上と回答した者も共に 1 名（1.35%）だった。とこ
ろが 60 歳以上と回答した者は「高齢者」が 26 名（35.14%）、「老人」が 9 名（12.16%）。65 歳以上
と回答した者は「高齢者」が 19 名（25.68%）、「老人」が 12 名（16.22%）。70 歳以上と回答した者
は「高齢者」が 17 名（22.97%）、「老人」が 23 名（31.08%）。75 歳以上と回答した者は「高齢者」
が 9 名（12.16%）、「老人」が 12 名（16.22%）。80 歳以上と回答した者は「高齢者」が 2 名（2.70%）、
「老人」が 17 名（22.97%）であった。即ち、老年心理学や介護保険制度についての授業を受講して






り、高齢者と「全く話す機会が無い」と回答した者は 14 名（18.92%）であった。 
更に、その頻度について、「よくある」と回答した者は 17 名（22.97%）、「時々ある」と回答した




次に、「よくある」と回答した者が 12 名（16.22％）、「あまり無い」と回答した者が 11 名（14.86％）、
「全く無い」と回答した者は 0名であった。「祖父母以外」とは「よくある」と回答した者が 5名（6.76％）、
「時々ある」と回答した者が 6 名（8.11％）、「あまり無い」と回答した者が 2 名（2.70％）であった。
更に、χ２検定を実施したところ有意差が見出され、「祖父母とは、時々会話する」という関係性が見





者が 11 名（14.86%）、「お互いに話す/聞く」と回答した者が 18 名（24.32%）であった。 
更に、その話し相手として、前述の祖父母との間で、どの程度の会話が交わされているかを調べる
ためにクロス集計を実施した。その結果、「挨拶ていど」と回答した者が 6 名（8.11%）、「世間話て
いど」と回答した者が 19 名（25.68%）、「一方的に話す/聞く」と回答した者が 7 名（9.46%）、「お互
いに話す/聞く」と回答した者が 15 名（20.27%）であり、「世間話ていど」あるいは「お互いに話す/
7










た者が 57 名（77.03%）であった。 
また祖父母との同居の有無については、「現在同居中」と回答した者が 9 名（12.16%）、「過去に同














たところ「いつも一緒に生活する」と回答した者が 11 名（14.86%）、「時々会う」と回答した者が 46
名（62.16%）、「たまに会話する」と回答した者が 9 名（12.16%）、「付き合わない方が良い」と回答
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に立たない」（Me.=2.162 点 SD=0.844）に、「賢い」（Me.=3.514 点 SD=0.880）は「愚かな」
（Me.=2.432 点 SD=0.778）に逆転している。一方、穏やかさに関連する「温かい」（Me.=3.892
点 SD=0.820）、「明るい」（Me.=3.622 点 SD=0.961）は、ネガティブイメージとまではならない
ようである。これは前述したように、認知症を発症した後も、それ以前の孫育ての段階で、「温かい」
「明るい」高齢者でいたことが、良好なイメージを保つことに繋がるといえるのではないだろうか。 




































高齢者」イメージも 5 因子が抽出された。そこで「評価」「力量」「活動」を軸とし、残りの 2 因子は、
先行研究を参考にして「親和性」と「円熟性」と命名した。 
11
跡見学園女子大学文学部紀要 第 53 号 2018 
 
高齢者と認知症高齢者のイメージの因子構造は異なっているが、因子ごとの内容は共通する部分が
多い。「高齢者」の因子構造は、第 1 因子「評価」、第 2 因子「親和性」、第 3 因子「力量」、第 4 因子
「活動性」、第 5 因子「円熟性」であり、「認知症高齢者」の因子構造は、第 1 因子「評価」、第 2 因
子「親和性」、第 3 因子「活動性」、第 4 因子「円熟性」、第 5 因子「力量」であった。 











また「高齢者」イメージの第 2 因子「親和性」は 5 項目で、「認知症高齢者」イメージの第 2 因子
「評価」の項目は 10 項目であった。２つのイメージの因子寄与率に大きな差はみられなかったが、
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